
学校だより №３                   ２０２３年 ６月２日 

《運動会について》 

澄み渡る青空のもと、５月２７日(土)運動会を無事に開催することができました。

保護者の皆さんにおかれましては、マナーを守り、ご参観いただき、ありがとうご

ざいました。コロナウイルス感染症が 2 類から 5 類に移行になったことに伴い、4

年ぶりに人数制限無しの開催となりました。ＰＴＡの皆さんには前日準備や当日の

入場案内等でご協力いただきました。特に開門時は多くの方々が集中することが予

想されましたがＰＴＡの皆さんの誘導のおかげで大きな混乱を避けることができ

ました。また、「稲荷木少年サッカークラブ」や「おやじの会」の皆さんには、万

国旗の準備や校庭整備を行っていただきました。たくさんの皆さまに支えられた運

動会でした。感謝申し上げます。 

児童は各学年、限られた時間の中で練習を重ね、競技や表現運動等自分らしく取

り組むことができました。また、６年生は最上級生として運動会運営に関する係活

動もこなしてくれました。５．６年生が披露した表現運動のテーマは「開幕宣言～

今ここから～」でした。多くの制限が解除されていく中で、まさにこれから「コロ

ナ禍以前にもどす」ものと「変えていくもの」とを見極めた新たな展開の開幕とな

ります。学校・家庭・地域が連携して子供の未来を見守っていきましょう。 

 

《特色ある教育について》 

～生徒指導の機能を活かした学校づくり～ 

昨今、学校問題として学級崩壊の話題が取り上げられることがあります。学級崩

壊とは、学級が集団教育の機能を果たせなくなってしまう状態のことです。特に大

人たちの本音と建て前を見抜く時期となる高学年の学級崩壊は全国的に問題にな

っています。そんな中で本校は下級生の手本となる、落ち着いた高学年の状態が続

いています。これはひとえに協力的な保護者と地域のおかげですが、学校でも低学

年から中学年、そして高学年へとつなぐ生徒指導の充実を目指し３つのことを心が

けています。①子供が自分で考え、判断して実行できる場面を意図的に設定します。

②個別性や独自性を大切にします。③お互いに認め合い、学び合うことができる共

感的意識を育てます。以上これからも児童の発達段階に応じ全学年で取り組んでま

いります。ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

 



～カウンセリング体制の充実～ 

本年度、「スクールカウンセラー」と「スクールソーシャルワーカー」の二本柱

の体制で児童や保護者のサポートをしてまいります。 

スクールカウンセラーとしては月に１度、先生が来校されます。児童だけではな

く、保護者の皆様にも対応しますので子育ての悩み事などのご相談がありましたら、

学校まで連絡ください。 

先生出勤日予定 ６/２７(火) ７/１８(火) ９/２６(火) １０/２４(火) 

１１/２８(火) １２/１９(火) １/２３(火) ２/２０(火) ３/１９(火) 

また、市川工業高校を拠点校として勤務されているスクールソーシャルワーカー

の先生も派遣依頼、調整後に来校していただけることになりました。ご相談のある

方は学校まで連絡ください。スクールカウンセラーは主に子どもや家族の悩みにつ

いて心のケアを行います。スクールソーシャルワーカーは家庭が抱える問題に対し

て活用できる福祉の方法や制度を一緒に考えることが主な役割となります。先生は

スクールカウンセラーとしてのご経験も豊富です。 

 

月 火 水 木 金 土 日 

   

      

 

１ 
5 年夢の教室 

 

２ 

縄文体験6年 

３ 

 

４ 

５ 

口座引落日 

６ 

なしの実 

１・６年 

７ 

 

 
 

８ 

 

９ 
きこえの教室
保護者会 
 
 

１０ 
授業参観 
３・４校時 
懇談会 
１４：００ 
林間説明会 
5 年 

１１ 

１２ 

振替休業 

１３ 
プール清掃 
４校時日課 

個人面談の 
お知らせ配付 

１４ 

定例研 
 

１５ 
県民の日 

１６ 
 

１７ 
 

１８ 

１９ 
げんきっ子
週間～２５日 
 

２０ 

５校時日課 

なしの実 
２・３・４年 

 

２１ 

委員会活動 
学校運営協議会 

１０：００ 

２２ 
１．３．５年 

歯科検診 

 

２３ 

 

２４ 

 

２５ 

 

２６ 
 

２７ 

なしの実 

１・５・６年 

尿検査２次 

２８ 

クラブ活動 

２９ 

耳鼻科検診 
１・３・５年 

３０   

主な行事予定 ６月 


